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7月に咲くお花の紹介 

7 月に入り、本格的に夏がやってきますね。皆さんは、夏の花といえば何の花を思い浮かべるでしょう

か。ひまわりを思い浮かべる方もいるかも知れませんね。 

7 月には太陽の日差に負けないくらい、すくすくと成長する植物が沢山あります。今回は、7 月に咲くお花

とその花言葉をいくつかご紹介したいと思います。 
 

・ひまわり（7月〜9月）・・・愛慕、崇拝、あなただけを見つめる 

・アサガオ（7月中旬〜10月上旬）・・・はかない恋、固い絆、愛情 

・グラジオラス−夏咲き（7月〜10月）・・・思い出、勝利、用心など 

・シュウカイドウ（7月〜10月）・・・片思い、親切、丁寧など 

・ハス（7月〜9月）・・・清らかな心、神聖など 

キャンパスエイドだより 
令和 3年 7月 高萩高等学校 

高萩高校の皆さんこんにちは！今月号の担当は、横倉・森田・黒澤・坂元です！ 

だんだん暑くなった来ましたね！水分補給をしながら体調管理を行ってください！ 

一緒に夏を乗り越えましょう！キャンパスエイド室でお持ちしています！ 

風鈴について 

・風鈴の音で涼しくなるのは日本人だけ？ 

風鈴の音を聞くと、なんとなく涼しくなるように感じますよね。実はそれ、日本人だけが持つ感性って知っ

ていましたか？数年前のテレビ番組で、実際に日本人と外国人数人ずつに風鈴の音を聞いてもらい、体温を

測るという実験をしたところ、日本人のみ体温が下がったという結果が出ています。 

これは日本人が、風鈴は風が吹くと鳴る→風鈴がなっているのは風が吹いているからだ→風が吹くと涼し

い、という考え方を無意識にしているからだそう。つまり「脳の勘違い」ということですね。 

 

・夏の音、風鈴の歴史 

元々中国の占風鐸という占いの道具に、風鐸と言う青銅でできた鐘のような物があります。その、風鐸が

風鈴の起源とされているそうです。 

平安時代に、貴族が風鐸を魔除けとして使用しており、この頃から風鈴と呼ばれるようになりました。 

では青銅ではなく、今のようなガラス製になったのはいつ頃でしょうか？ガラス製の風鈴になったのは、 

ガラス芸が盛んになった江戸中期と言われています。その後、涼しげな音を楽しむ道具となっていきました。 

 

皆さんも、風鈴の音色に耳を傾けてはいかがでしょうか。 

     活動時間 

10：00～15：00 


